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宮津市の再生の道 

2013年12月12日 

宮津市長 井上 正嗣 2 

１ 宮津市の概要 

位置：京都府北部 
面積：約172.87K㎡ 
人口：約20,000人 
特徴：①全国有数の観光地 …年間260万人の入込客 
   ②日本海に面する都市…豊かな自然 
              日本三景「天橋立」 
   ③食の王国     …丹後コシヒカリ 
              とり貝、魚、あさり 
   ④豊かな歴史文化  …日本ルーツの地 
             …大陸とのつながり 
             …多数の古墳 
   ▼少子高齢化、人口の減少、経済力の低下 
   ▼交通基盤の整備遅滞 

日本三景 天橋立 宮津燈籠流し花火大会 宮津カトリック教会 

■人口・高齢化率の推移 ■販売額・出荷額の推移 

億円 

２ 宮津市の現状 ～厳しい現実～ 

■税収の推移 

百万円 
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■観光入込客数・宿泊客数・観光消費額 
万人 
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３ マイナススパイラルを断ち切る 
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４ 地域力の衰退と再生 

◆高齢化 

◆過疎化 

地域力再生 

地 域 都市圏 

◆生産活動 
◆働く場 
◆CO2排出 

若者の流出 

（1600万円／人流出） 

都市と地方の交流 

機能交流 
◆CO2オフセット 
◆エネルギー 
◆食料…など 

大学・行政 

支援 

地域の課題と克服 

【都市と地方の格差】 【地域力衰退・限界集落化】 

【教育】 
  少人数教育 
  教育施設の再編 

【祭り・伝統芸能】 
  保全・継承 

【安心・安全】 
  消防組織 
  医療・介護・交通などの確保 

【産業】 
  シャッター通り 
  休耕田・遊休農地 
  森林荒廃 
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選択と集中 
○経済力を高める 
○定住を促進する 

①自立循環型経済社会構造への転換 

観光客の増大 新産業の創出 

外貨獲得の 
仕組みづくり 

②定住促進戦略 

宮津の再生 

人が輝く・住んでよし 
 訪れてよしの宮津 

宮津再生の原動力は 
観光産業・新産業創出 

５ 宮津再生への戦略 
  ～マイナススパイラルを断ち切り反転上昇へ～ 
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６ 経済力を高める自立循環型経済社会への 
  転換と人口減少に歯止めをかける定住戦略 

▼①260万人の観光客の一層の入込増大を図る一方、 
 ②この観光客に宮津産の付加価値を高めた物を 
 買ってもらい、外貨を稼ぎ市域の経済力を高める。 
 （地産地消（商））また、新産業を創出し経済力を 
 高める。 
▼地域内の産業連携による地域内投資で、地域内経 
 済循環を目指す。 
▼この力をもとにして、豊かな「市民社会」「福祉 
 社会」を形成する。 
▼ＦＥＣを中心に自立自給圏の 
 Ｆ＝foods ……食糧、農林水産業 
 Ｅ＝energy……エネルギー、竹・木質バイオマス     
        の活用、風力、太陽光、再生可能 
        エネルギー 
 Ｃ＝care ……ケア、福祉、人のネットワーク 

京
阪
神
・
全
国
・
世
界 

魅力あふれる 
天橋立を中心とした 
滞在型観光への転換 

食＋エネルギー自給率の向上 

農林水産業・食 
６次産業化 

地場産業の振興 
宮津マルシェ 

環境・エネルギー 
バイオマス中心 
エネルギー循環 

 

産業ルネサンス 
地場産業の振興 
新産業の創出 

 

福祉・教育 
人と人のネットワーク 

ケア 
 

人が輝く・住んでよし 
訪れてよしの宮津 

地産地消 

再投資・経済循環 

経済力を高める 

人口減少に歯止め 

観光の振興 
①通貨型⇒滞在型へ 
②ブランド産品の販売 
③リピート性の確保 

人・モノ・金・エネルギーの圏外の流出をいかにして少なくするか… 

お客さん 外貨 
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７ 観光革命 ～外貨を稼ぐ～ 
  三位一体の観光振興 

魅力ある 
地域づくり 

誘 客 
商品づくり 

ブランドづくり 

滞在型観光へ 
⇒観光入込客数と消費額の増大へ 
多くのお客さんに来ていただき、より多くの 
ものを買っていただく。 

魅力ある新しい 
観光ルートづくり 

ブランドづくり 
ものをつくる・観光ビジネス 

魅力ある地域づくり 
（まちなみ整備） 
・景観まちづくり ・海の京都 
・観光まちづくり ・宮津マルシェ 
・歴史文化の発掘 

外貨を稼ぐ 
観光消費額 

80億円⇒150億円 

全国・世界 

観光入込客300万人へ 

滞在型観光への転換 
・旅行企画  ・商品の開発 
・観光塾の開催 
・観光プラットホーム 

土産品開発と場づくり 
（売れる商品と場をつくる） 
・産業ルネサンス（農商工観連携会議） 
・宮津マルシェ ・６次産業化 
・とり貝昼処  ・地域ブランド開発 

土産品開発 
（お客さんにモノを売る） 
…観光コバンザメ 
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海の京都・天橋立 
               まちづくりプロジェクト 
■品格と情緒を感じる街並みの整備 
 
 

 
 
 
  

雪舟「天橋立図」 
 風格ある聖地のまちづくりプロジェクト 
■歴史と景観を生かした街並みの整備 
 
 

 
 
 

文珠 
拠点地区 

北前船港町・城下町 
                まちづくりプロジェクト 
■北前船港町・城下町を感じるまちづくり 
  
 
 

 
 
 
 

府中 
拠点地区 

宮津 
拠点地区 

●京都縦貫自動車道の整備 
●舞鶴若狭自動車道の整備 

●舞鶴港の整備、クルーズ船 
●KTRの再生 
●府の海の京都づくり 

○天橋立の世界遺産連動 
○まちなか観光の推進 

○文化的景観の推進 
○景観まちづくりの推進 

８ 「海の都物語」 ～みやづ観光地域づくり～ 

①あらゆる産業が観光にくらいついて外貨を稼ぐ 
 （約260万人のお客さんに何をどう売るか） 
②観光拠点を宮津のおみやげでいっぱいにする 
③農商工観連携会議を設置、６次産業化ファンドの造成 
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９ 外貨を稼ぐブランド商品づくり（ブランドづくり） 
  ～農商工観連携会議を設置し振興する～ 

農業 

漁業 
商業 

製造・加工業 

建設業 

観光業 
流通・運輸交通 

農産物の 
生産加工 

一夜干し 

土産品づくり 
昼処・食べ処 

土産品づくり 

加工・食材 

食材 

おみやげ 
おみやげ 

観光まちづくり 

観光消費額 
80億円⇒150億円 

約300万人のお客さん 

竹表皮 

チップ 
集成材 綿 

竹 

竹炭関連工場 

竹粉・チップ 

バイオ 
 メタノール 

建材工場 
綿工場 

バイオ 
 プラスチック 

チップ 
発電 

炭素シート 糸 抗菌脱臭剤 
等工場 

バイオプラスチック工場 ナノファイバー 
炭素繊維 

放置竹林     竹林整備 
間伐 
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粉 

・竹の地域ブランドの形成 
・新産業創出モデル 宮津から全国へ 

・研究開発コンソーシアムの形成 
・竹のコンビナートの形成へ 

10 新産業の創出 

世界初の竹からの発電所 放置竹林対策 

竹工場 
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11 水の工場 ～ウォーター＆ハーブ構想～ 

○大江山の豊かな地下水を活用したウォーターペットボトルの生産 
○ハーブに囲まれた水の生産工場 
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○オリーブは健康食品、日本でのオリーブ時代の到来を見通し、10年後、 
 20年後の将来のためにオリーブの樹を植えよう 
   
○かつて、米沢藩の上杉鷹山は、藩の再生のために、 
 ・桑の木 100万本 
 ・うるしの木 100万本 
 ・こうぞの木 100万本 を植えた 
   
○将来の子どもたちのために、宮津の財政再建のために、 
 オリーブを植えよう 
 
○１本当たりの粗収益 8,000円 
 10アール当たりの栽培本数 50本×8,000円＝40万円 
 （水稲 10万円、温州みかん 40万円、梨 53万円） 
 
○オリーブの日本での年間消費量は３万トンに対し、 
  自給量は15トンとわずか0.05％で今後の市場性大 

12 ５万本のオリーブの植樹による宮津再生 

○煉製品の加工 

 …ちくわ、カマボコなど 

○水産物のブランド化推進 

 …とり貝、岩ガキ、アワビ、あさり、ナマコ、 

  干物など 

○とり貝昼処 

 …市内の多くの店で実施 
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宮津名産の一つ「ちくわ」 

ブランド化を進める「とり貝」 

ひものマップ 

ブランド化 

水産物加工施設（田井地区） 

13 地場産業の振興 
  ～６次産業化と地域ブランドの育成～ 

    緑の分権調査（実証実験）     
 
 

14 脱原発と自然再生エネルギーの開発整備への道 

原発神話の崩壊 安心安全 新産業創出 環境保全 

脱原発 

新エネビジョン 

竹コンビナート構想 

研究開発、新エネ資源、賦存量調査 
新エネルギー調査 
 太陽光、バイオマス、水力、風力 

バイオマス 水力 風力 太陽光 

自然再生エネルギー 
等の活用推進 

脱原発 

原発不要 

節電で実証 

関電へ要望 
 エネ研再稼働 

他のエネルギーの活用 

⑥循環（まわす） 
・メタン発酵による 
  バイオマス 
    発電施設 
・液体肥料製造工場 

③・エコタウン 
  ・スマートビレッジ 

スマートビレッジ 
エコタウン構想 

④新環境産業創出  
 竹コンビナートの 
 形成 

②地域資源活用 
 のエネルギー 
 自給率の向上 

①エネ研再稼働
（LNG等発電） 

府LNG調査（舞鶴LNG
用地、沿岸にLNG発電
工場の立地） 

バイオマスタウン構想 
 ・竹、木バイオマス 
 ・し尿バイオマス 
 ・藻の活用 

CO2削減対策 

竹資源 
有効活用 

生ごみ、し尿による 
液肥とメタン発酵発電 
（実証実験） 

自然再生エネルギー 
の普及 

微細藻 
の活用 

⑤微細藻活用 
 による油製造 
 と発電 

⑦省エネ                  
 
 
 

KESの 
取得 

全灯LED化 
の推進 

⑧創エネ                  
 
 
 

風力発電 
の普及 

太陽光発電 
の普及 

小水力発電 
の普及 15 

宮津市地域新エネルギービジョン策定  

日置の竹林 

間伐材の活用 

木質バイオマス活用ビジョン策定  

ブリケットストーブ、ペレットスストーブの開発 

木質バイオマス 

（ペレット・ブリケット） 

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想 

竹資源 

木質バイオマスボイラー ペレットストーブ 

小学校等へのペレットスストーブの普及 

エ
コ
タ
ウ
ン
構
想 
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○ バイオマスタウン ～エネルギーの地産地消～ 

産業ルネサンス 
・一村一品運動 
・６次産業化の検討 

命の里事業 
・医療の確保 
・交通確保 
・生活基盤の確保 

観光革命 
・エコツーリズム 
・農山村革命 

バイオマス革命 
・液肥 
・竹 
・有機農業へ 

エネルギー革命 
・自然再生エネルギー活用 
・エネルギーの地産地消 
・スマートグリッド 

情報革命 
・光ファイバー敷設 
・携帯電話不感地区解消 
・POS(販売時点情報管理) 

農山村集落の 

整備・活性化 

15 農山村革命 ～農林水産業の振興～ 
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風力、太陽光… 

UIターン 

促進事業の 
展開 
 インターネット 
で全国から人材 
を募集し、UIター 
ン促進 
 

住宅 

①データベースづくり 
・空家、空店舗情報の一元化 
・人材UIターンサポート 

会議所 

製造・加工業 
不動産 

木質バイオマス加工 
地球主義な暮らし方研究会 
竹コンビナートの形成 

商店街 

農業委員会 

UIターンサポートセンター設立 

②空き店舗活用方策の検討 
・商工会議所との連携 
 

③住宅のあっせん 
・移住者住宅の確保 
 

世屋体験ネットワーク 
NPO里山ネットワーク世屋 

田舎暮らし体験 
農山村の空家活用 
休耕田の利活用 

福祉空間拠点施設整備 
高齢者の知識、技術を生かす 

漁業組合関連漁業 
定置３人、若い人の定着 

新商品づくり事業 
 そば屋の店 
 干もの工場 
 ガラス細工 
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④自治会との調整 
・町家見学会 
・フォーラム 

16 定住促進戦略 ～ＵＩターンの推進～ 
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○少子高齢化と人口減少社会の中では、市民ひと 
 り１人が健康でかつ長寿を全うすることが最も 
 重要 
○歩く健康づくりから始めて保険・医療・福祉な 
 どの分野だけでなく、経済・環境・教育・文化・ 
 観光・交通・都市基盤・エネルギー・地域づくり 
 などで総合的な取組みを展開する 
○リーダー養成講座…ウオーキングコースづくり等 

■１人当たり医療費の推移（円/人） 

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 

182,459 184.156 200,105 205,440 222,506 269,140 302,813 

（対前年比） 100.9％ 100.9％ 108.7％ 102.7％ 121.0％ 112.5％ 

■65歳以上の要介護認定者の割合（H22年３月末） 

宮津市 20.3％（伊根町22.0％に続く府下第２位） 
        …府下平均：京都市を除く16.4％、京都市を含む17.3％ 
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17 定住促進戦略 ～健康づくり大運動の展開～ 
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■育児支援設備の整備 
 子どもを連れて外出しやすい環境を整えるため、
公共施設にベビーシートなどの育児支援設備を整
備。 
【新たに整備した設備】  
 ○ベビーベッド 10台 
 ○ベビーチェア 25台 
 ○ベビーシート 23台 

 ベビーシート 

■おやこの広場の充実 
○専用ルームの設置 

  …いつでも利用可能に 

○遊具の整備 

■児童遊園などに大型遊具を設置 
○府中保育園…アンパンマン号 

○日置保育所…プレイドーム 

○八幡児童遊園…エルトレイン、４人乗りブランコ 

○日置コミュニティ広場…大型すべり台 

■３人乗り自転車の貸出制度の創設 

20台を貸し出し 

■Pep Kids Garden 

○ 子育て支援 
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■ディサービスセンター 

 「はまなす苑」  

 要介護者の方のための介護施設や特別養護老人ホームなどのなお一層の充実が必要。 

■新しい特別養護老人ホーム（波路） 

（H24春着工、Ｈ24秋完成）  

■引き続き、由良にも特養を計画 

○ 介護施設の充実 
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18 環境文化力の向上 
   ～天橋立世界遺産登録を中心に世界の環境モデル都市へ～ 

市民の精神的な柱 

～子どもたちのために～ 

～市民の宝～ 

天橋立を守る 

天橋立世界遺産登録 

天橋立周辺景観計画 

阿蘇海の浄化 
環境対策 

下水道の整備 
清掃活動 

CO2排出の減少 
地球温暖化防止 

歴史文化の掘り起し 

環境モデル都市 
（エコタウン） 

世界環境 
モデル都市 

環境文化力 
の向上 

～美しい環境を 
次の世代へ～ 

■自然美と歴史の積み重ね 

■多くの文人墨客が訪れ、都人が 

 憧れた精神文化の象徴 

■人の営みのなかで保全されてき 

 た白砂青松 

■市民の皆さんの一体となった取組（協働） 

■天橋立を世界遺産にする会 他… 

■天橋立周辺の景観計画づくり 

■周辺も含めた資産資源の調査と保全 

平成20年６月21日に実施された「HAND in  HAND天橋立」 
 

天橋立をみんなの手でつなぎ、地域の思いを全国、
世界へ発信しました。 
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○ 天橋立を世界遺産に 

世界の宝「天橋立」を守り、 
後世に確実に伝えていくことが 
今を生きる我々の責務 

19 宮津と天橋義塾（１８７４～１８８４）に学ぶ 
   ～教育の先進地 宮津 進取の取組み～ 

○明治という時代の始まりに伴い、宮津藩は消滅、城下町「宮津」も往時の繁栄に陰りを見せる中、新時 
 代の建設に奮斗した人々により「天橋義塾」が開設された。 
 
○明治６年、『国民皆学』の精神に基づき、宮津には宮津校（中橋広小路）・尽道校（魚屋町横町）とい 
 う二つの小学校が開かれたが、その上級の学校はなかった。そこで、有志の人々が相談して、明治８年 
 ７月に開校したのが『天橋義塾』である。義塾の運営には、粟飯原義光・小室信介（小笠原長道）・沢 
 辺正修といった旧藩士をはじめ、多くの優れた人材が集まり尽力した。校舎は、初め宮津校（旧宮津藩 
 文学所）の一部を間借りし使用したが、一時、柳縄手の小室信介の生家（小笠原家）に移り、最後に現 
 在の宮津小学校運動場北側に新築した。 
 
○天橋義塾の設立には、明治の世を迎えて新しい勉強をしたいという青少年の願いと、新しい政治を求め 
 る人々の願いに応えるという二つの意味があった。 
 
○天橋義塾の経営は、社員の拠出金と生徒の月謝で賄われたが、当時の宮津に自ら金を募り、自ら学んで 
 新しい学問と政治を開こうとした私学校『天橋義塾』があったことは誇るべきことである。 
 
○社訓第１条には「本社ノ目的ハ改進主義ヲ以テ人材ヲ教育シ兼テ丹後国民ノ智識ヲ開発シ、産業ヲ興隆 
 シ、公共ノ福利ヲ増殖スルニアリ」と記され、丹後・丹波・但馬の自由民権運動の拠点として地域活性 
 化にも大きく貢献した。 
 
○志高き若者の熱意は中央まで響き、天橋義塾は慶応義塾、立志社と並び「日本三大義塾」とも呼ばれた。 
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